
事業の計画・内容

□ 直営 ■ 指定管理 □ 民間委託等

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円） 委託料

その他
合計（A+B)
③財源内訳 特定財源 国県支出金
（千円）

受益者負担
その他特財

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

施設の管理・運営

放課後、家庭に帰っても保護者等がいない児童

事業名

基本施策

423

伊賀市　事務事業評価シート

放課後児童対策事業

8

放課後児童クラブ利用児童数

正規職員     （人） 0.5
活動指標 単位

（委託先：放課後児童クラブ「げんきクラブ」保護者会）
根拠法令・要綱等

担当部課名
作成者氏名

設
置
目
的

市内の類似施設

対象等（何を、誰を）

本
年
度
事
業
内
容

（１）児童の健康管理、安全確保及び情緒の安定（２）遊びの活動への意欲と態度の形成（３）遊びを通しての自主性、社会性及び創造性の向上
（４）児童の遊びの活動状況の把握と家庭への連絡（５）家庭や地域での遊びの環境づくりへの支援（６）その他児童の健全育成上必要な活動を
放課後児童クラブ「げんきクラブ」保護者会に委託している。

伊賀市放課後児童クラブ設置及び管理に化する条例運営主体

細目
細々目

102

放課後児童クラブ入所児童に対し、安全な生活を守り、健全な心身の発達
と成長を促進する

成果（どうなるのか）

01
放課後児童対策事業
放課後児童対策事業

青山支所　健康福祉課

2,064 2,064

H17 H18（予算）

0.5

H19（予算）

0.5

4必要性

支所管内唯一の施設で、利用児童は定員以内であるが、現在桐ヶ丘団地の住民の利用率が高いが、今後
少子化時代に対応できる施設として、改修を含め施設の充実に努める必要がある。

2,092

効率性

評
価

放課後児童対策を必要とする全ての児童に対して居場所が確保され、適切な遊びや生活の場を与えることによる児童の健全な育成を目指して、放
課後児童クラブ「げんきクラブ」保護者会に運営委託し、平成１８年度から指定管理施設として、協定を締結した。又、この施設はプレハブを２棟合わ
せた施設で、雨漏りの発生や地震災害等における安全性の問題もあり、施設改修が急務となってきている

指標設定の考え方

本年度利用登録児童数
──────────
放課後児童クラブ定員

％

目標

事業の目的の成果を測る指標

定員に対する利用児童数

H17

2,064 2,064 2,064

3,600 3,600 3,600

5,692
28

5,664 5,664

目標値

人

H17 H18 H19
実績値

50人 50

43 41 50

50

86
82

単位

Ａ

総合評価
3
3
3

有効性
達成度

子どもを産み育てやすい環境をつくる

01
03
04
01

会計
款
項
目

一般会計
民生費
児童福祉費
児童福祉総務費

名            称コードコード 名               称

100

100

H18（目標）

目標

H19（目標）

5,692 5,664 5,664

52-3228奥田　充法 連絡先

放課後児童くらぶ定員


